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特集	 東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会サポート特集

村外サポート拠点の運営―設置の概要
Introduction of the support base outside of the athlete’s village  
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Ⅰ．背景

多くのアスリートにとって、オリンピックやパ

ラリンピックなどの国際総合競技大会に出場して

活躍することは最も大きな目標である。国際総合

競技大会では、海外への長時間移動や時差による

コンディションが低下することが課題となってい

る 9)。そしてそのコンディション低下を抑えるた

めの対策が世界的にも問題となっており、アス

リートやサポートスタッフはさまざまな取り組み

が必要となる 4)。オリンピックやパラリンピック

などの国際総合競技大会では選手村があり、基本

的にアスリートは大会期間中選手村内で生活を

し、ダイニングやトレーニングセンターを利用す

ることができる。しかし各国の代表選手団の規模

によって、選手村に入ることができるコーチやス

タッフが決まっており、アクレディテーション

カード（ADカード）によって入場が制限されて

いるため、選手村内では限られたコーチやサポー

トスタッフのみでサポートをしなければならな

い。

そのため、諸外国では 2000年頃より選手村や

競技会場の近くに独自のサポート拠点を構え始め

た。現地での事前合宿地を兼ね、競技練習、トレー

ニングや食事、宿泊ができる総合型の施設を運営

した国もあれば、一部の機能に特化した施設を運

営した国もあり、各国で必要なサポートを選定し

て設置している 7)。主な機能は、トレーニングや

練習施設、食事やセラピー、映像分析などの設備

や専門家が配置されていた。

日本では、2008年に文部科学省委託事業「マ

ルチサポート事業」の一つとして、国際総合競技

大会において最大限のパフォーマンス発揮に焦点

を当てた最善の準備を行うための環境を提供する

サポート拠点「マルチサポート・ハウス」の設置

が計画された。そのマルチサポート事業を日本ス

ポーツ振興センター（JSC）が受託し、2010年の

広州アジア競技大会にて初めてマルチサポート・

ハウスを設置した 14)。広州アジア競技大会でのサ

ポート拠点は 2012年の第 30回オリンピック競技

大会（ロンドンオリンピック）のトライアルとい

う位置付けであり、広州での効果検証を踏まえ、

初めてオリンピック競技大会で設置された。以後、

事業名や施設名は異なるが、2015年 10月にスポー

ツ庁が発足した後も同事業が引き継がれ、JSCは

夏季および冬季のアジア競技大会、アジアパラ競

技大会で村外サポート拠点を設置してきた 18)。

JSCが設置する村外サポート拠点は、国立ス

ポーツ科学センター（JISS）およびナショナル
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トレーニングセンター（NTC）を有するハイパ

フォーマンススポーツセンター（HPSC、東京都

北区）を補完する環境を大会開催地に再現するこ

とを目的とし、これまで複数の国際総合競技大会

で運営されてきた 18)。HPSCは、夏季オリンピッ

ク・パラリンピック競技大会における主要競技の

強化の中核拠点であり 8)、2016年のリオデジャネ

イロオリンピック・パラリンピック競技大会 （リ

オデジャネイロ大会）以降一層の機能強化が進め

られている。2016年 10月にスポーツ庁が発表し

た「競技力強化のための今後の支援方針（鈴木プ

ラン）」15)に基づき、ソフト面では、日本オリン

ピック委員会（JOC）、日本パラリンピック委員

会（JPC）を含めた協働チームを設置して協働コ

ンサルテーションを実施した。またハード面では、

2019年に NTC屋内トレーニングセンター・イー

スト（NTCイースト）がオリンピック・パラリ

ンピック一体の象徴として新たに拡充されるなど

して、HPSCは、オリンピック・パラリンピック

一体の強化システムの象徴として位置づけられる

ようになった。したがって、HPSCは自国開催の

国際総合競技大会において試合直前までの調整と

して用いられる最も重要な役割を果たすと考えら

れ、村外サポート拠点は選手村だけでは成しえな

い、従来 HPSCに兼ね備えた設備・サポートを補

完する機能が必要とされた。

上記を踏まえ、JSCは東京 2020 オリンピック・

パラリンピック競技大会（東京大会）において、

アスリート、コーチ、スタッフが競技へ向けた最

終準備を行うための医・科学・情報サポート拠点

を設置した。本稿では、運用マネジメントの観点

から村外サポート拠点の概要について述べる。

Ⅱ．東京大会における村外サポート拠点の概要

村外サポート拠点は、オリンピック・パラリン

ピック期間ともに同施設に設置した。選手村から

徒歩圏内の施設（「晴海拠点」）と、晴海拠点から

車で約 5分の施設（「豊洲拠点」）の 2か所に設置

され、それぞれでコンセプトの異なる運営がなさ

れた（表 1）。

村外サポート拠点の営業期間は、オリンピック

競技大会では選手村開村日の 2021年 7月 13日か

ら閉会式の 8月 8日まで、パラリンピック競技大

会では開村日の 8月 16日から閉会式の 9月 5日

までであった。利用対象者は日本代表選手、コー

チおよびスタッフとし、HPSCと同様に HPSCの

表１： 村外サポート拠点の概要

名称 晴海拠点 豊洲拠点

所在地 所在地 東京都中央区晴海地区 東京都江東区豊洲地区

主な機能 所要時間 選手村日本選手棟から徒歩約 5 分 晴海拠点から車で約 5 分

コンセプト 1 フロアに機能を集約したコンパ
クトな仕様

2 フロアに機能を配置した大規模
な仕様

トレーニング コンディショニング中心のトレー
ニング

ストレングスからコンディショニ
ングまで様々な用途に対応した総
合的なトレーニング

セラピー 物療機器、マッサージベッド、交
代浴

物療機器、マッサージベッド、交
代浴、サウナ（減量目的のみ）

栄養 補食の提供、栄養情報の掲示 補食の提供、栄養情報の掲示

その他 リラクゼーションプール、心理カ
ウンセリングルーム

競泳用プール（25 m、50 m）、心
理カウンセリングルーム
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発行するアスリートカードを持つ者に限定した。

また、施設利用における感染症対策も HPSCお

よび選手村と同様（詳細は後述）とした。開設時

間は 9時から 21時をコアタイムとし、コアタイ

ム外の利用に関しては、競技団体および代表選手

団らと調整し対応にあたった。各拠点の概要およ

び主な機能を表 1に示す。これまで海外の村外サ

ポート拠点で設置していた映像分析室は HPSCの

みに設置した。選手村、各村外サポート拠点及

び HPSCへの移動は、利用者の安全性や利便性を

考慮し、定時運行のシャトルカーを利用できるよ

うにした。運行は JOC及び JPCと協力して行い、

また、パラリンピック競技大会時は福祉車両を準

備した。

オリンピック期間とパラリンピック期間の間に

は、パラアスリートのためのレイアウト変更をし

た。スペースの確保、滑る床材の確認およびマッ

トなどの配置換え、チェックインポータルや検温

機の高さ調整、更衣室のレイアウト変更、ユニバー

サルトイレの場所の掲示などを行った。

Ⅲ．東京大会における村外サポート拠点の 

感染症対策

基本的な感染症対策は、HPSCの定めるガイド

ライン2)および組織委員会が定めるプレイブック 17)

などを基に、村外サポート拠点用のガイドライ

ン 3)を作成し、それに則って運営された。施設内

の基本的な感染予防対策はもちろんのこと、利用

者と運営スタッフの接触が最小限になるよう、エ

レベーターやトイレなどの閉鎖空間の共有を避

け、動線も極力分離するなどしてゾーニングを徹

底した。新型コロナウイルス感染症の検査（PCR

検査および定量抗原検査）の頻度はプレイブッ

ク 17)および HPSCの施設利用のルールに従った。

利用者の体調確認および検査の実施状況は、

下記のチェックインポータルを用いて行った

（図 1）。入館および体調確認のデータは HPSCと

共有することにより、検査実施状況の把握および

毎日の体調の確認状況を共有することができた。

また各分野のサポートにもチェックインポータル

を設置し、どの時間帯にどの選手がどの場所に居

るのかを確認できるようにした。結果として日

本代表選手団で感染例は報告されていない 16)が、

村外サポート拠点内で利用者に陽性者が確認され

た場合、ポータルの履歴を元に他の利用者との接

触状況を迅速に確認できるようにしていた。

Ⅳ．村外サポート拠点の利用状況と総括

村外サポート拠点の設置準備初期は、HPSCや

競技団体独自の強化拠点の確保といった、自国開

催の特殊性のみを考慮していたが、新型コロナウ

イルス感染症蔓延に伴い東京大会が延期され、こ

図１．チェックインポータルのサンプル画面
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れまでになかった制限下での村外サポート拠点の

運営になった。プレイブックの最終版（第 3版）17) 

が 6月中旬に発表されたが、その内容によっては

村外サポート拠点の運営が大きく制限される可能

性もあり、未確定事項が多いまま調整を進めるこ

とになった。そのため村外サポート拠点の概要に

関する情報提供が遅れ、サポート内容や利用方法

を知らない選手が多い状況で営業をスタートせざ

るを得なかった。この課題については、JOCおよ

び JPCの協力を得て選手村内で周知させていた

だくことで解決した。

結果として、村外サポート拠点は、オリンピッ

ク期間では（34競技団体中）21競技団体 2483名

が、パラリンピック期間は（22競技団体中）19

競技団体 1758名がいずれかの拠点を利用した（表

2）。リオデジャネイロ大会での村外サポート拠点

の利用はオリンピック競技では 26競技団体での

べ 4376人、パラリンピック競技では 16競技団体

でのべ 738人であった 6)ことと比較すると、オリ

ンピック競技では利用の規模が小さくなり、パラ

リンピック競技では利用の規模が大きくなってい

る。また、前回のリオデジャネイロ大会と日本代

表選手団の規模を比較すると、東京大会はオリン

ピック競技もパラリンピック競技もおおよそ 2 倍

になっていたが（表 3）10, 11)、日本代表選手団規

模に対する利用者の割合でみると、パラリンピッ

ク競技では増加していた一方で、オリンピック競

技では減少していた。これは、選手村から離れた

場所での開催のために利用しなかった競技団体が

あったことや、HPSC で直前まで練習をしていた

競技団体があったことが要因と考えられる。また

首都圏に独自の強化拠点を有し、そこで直前の調

整を行った競技団体もある。村外サポート拠点に

よって、自国開催での最終調整場所の選択肢を広

げることにつながったと考えられる。

JOCがスポーツ庁に提出した東京大会の分析 16)

によると、東京大会に出場した選手やコーチを対

象としたアンケートでは、「プラスに影響したも

の（複数選択可）」という質問に対して、「大会直

前（期間中）の練習環境」が 40%以上、「大会直

前（期間中）のトレーニング環境」と「大会直前

（期間中）の身体的ケアの環境」が 30%以上、「大

会直前（期間中）の生活環境」、「大会直前（期間中）

のサポート拠点」が約 30%であった。対照的に、

「マイナスに影響したもの（複数選択可）」という

質問に対して、大会直前（期間中）に関する回答

表２： オリンピック・パラリンピック競技大会それぞれの期間における利用者数。括弧内は
利用競技団体数（オリンピック 33 競技団体、パラリンピック 22 競技団体中）。

晴海拠点 豊洲拠点 合計

オリンピック期間 1950（19 競技団体） 533（12） 2483（21）

パラリンピック期間 1328（18 競技団体） 430（13） 1758（19）

表３： オリンピック・パラリンピック競技大会それぞれの日本代表選手団の人数 10,11,12,13)。パラリンピック
競技の日本代表選手団の人数には「監督・コーチ等」に競技パートナーを含む。

リオデジャネイロ大会 東京大会

選手 監督・コーチ等 合計 選手 監督・コーチ等 合計

オリンピック競技 338 263 601 583 475 1058

パラリンピック競技 132 98 230 254 209 463
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は全て 10%未満であった。これは、各選手やコー

チが大会直前および期間中に、さまざまな場所で、

おおよそ満足のいくコンディション調整ができた

ことの現れであろう。

また JOCの同調査で、「望むサポート」に対し

ては、「サポートスタッフの充実」および「ADカー

ドの確保」が突出していた。しかし各国代表選手

団の ADカード数は選手数に比例した枚数に制限

されている 1)ため、東京大会以降の村外サポート

拠点では、各競技団体の充実したサポートスタッ

フが大会直前まで活動できるような施設にするこ

とが求められる。

村外サポート拠点の利用者は、規模が大きな豊

洲拠点よりも、規模は小さいが選手村から近い晴

海拠点の方が約 3倍多かった。豊洲拠点までは

シャトルカーの移動であるが、これまで海外で設

置した村外サポート拠点の中でも比較的移動時間

が短い拠点であった。それでも晴海拠点のほうが

3倍以上も利用が多かったことから、村外サポー

ト拠点の設置に関して、アクセシビリティが最も

重要なのかもしれない。
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